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中
央
公
民
館
か
ら

防
災
セ
ン
タ
ー
へ
。

特  
集
『
安
心
』
と
『
交
流
』
の
新
た
な
拠
点
づ
く
り

解体前の大和村中央公民館（平成 25 年 8 月撮影）



特  集 『安心』と『交流』の新たな拠点づくり

中央公民館から防災センターへ。

大和村防災センター（平成 27 年度運用開始予定）

大和村防災センターイメージ図
3 2広報やまと５月号 広報やまと５月号



　

大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
の
地
鎮
祭
が
５
月

29
日
同
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
、

大
和
村
役
場
や
施
工
業
者
、
関
係
機
関
な
ど

約
30
名
が
出
席
し
工
事
中
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
老
朽
化
し
た
大
和
村

中
央
公
民
館
の
建
設
跡
地
に
整
備
す
る
も

の
で
、
本
体
施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

３
階
建
て
（
一
部
４
階
）。
敷
地
面
積
は

４
７
７
５
㎡
、
建
築
面
積
は
９
４
７
㎡
、
延

べ
床
面
積
は
１
８
６
１
㎡
。
総
事
業
費
は
約

７
億
１
３
０
０
万
円
で
、
国
の
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、
事
業
費
の

７
割
を
国
が
負
担
し
ま
す
。

　

工
事
の
概
要
は
、
中
央
公
民
館
解
体
工
事

（
有
限
会
社
大
勇
建
設
）
の
ほ
か
、
防
災
セ
ン

タ
ー
設
計
業
務
（
東
条
・
浜
崎
設
計
業
務
共

同
体
）、
基
礎
杭
工
事
（
株
式
会
社
大
和
建
設
、

東
海
建
設
工
業
株
式
会
社
）。
建
設
本
体
工
事

が
（
株
式
会
社
大
和
建
設
、
伊
藤
建
設
・
大

勇
建
設
特
定
建
設
工
事
企
業
体
、
政
・
東
海

特
定
建
設
工
事
企
業
体
）
の
ほ
か
、外
構
工
事
、

消
防
所
解
体
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
は
、
平
成
22
年
の
奄
美
豪
雨

災
害
時
に
消
防
分
駐
所
や
中
央
公
民
館
が
冠

水
、
防
災
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
教
訓
か

ら
敷
地
周
辺
を
１
．
５
メ
ー
ト
ル
程
度
か
さ

上
げ
し
災
害
時
に
備
え
ま
す
。

　

ま
た
、
主
な
施
設
と
し
て
、
一
階
部
分
に

消
防
分
駐
所
を
併
設
す
る
ほ
か
、
避
難
所
や

非
常
用
発
電
機
、
備
蓄
倉
庫
を
備
え
た
総
合

防
災
施
設
を
整
備
し
災
害
時
の
対
応
を
強
化
。

さ
ら
に
、
中
央
公
民
館
の
一
部
の
機
能
を
引

き
継
ぎ
、
平
時
に
お
い
て
は
公
民
館
講
座
や

生
涯
学
習
、
図
書
業
務
な
ど
、
村
の
文
化
交

流
の
中
核
的
施
設
と
し
て
機
能
を
拡
充
。
平

成
27
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
で
の
間
、
公
民
館

業
務
は
村
体
育
館
事
務
室
に
て
行
わ
れ
、
公

民
館
講
座
は
各
集
落
公
民
館
や
各
村
有
施
設

に
て
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。　

　

伊
集
院
村
長
は
式
典
の
中
で
、「
村
民
の
長

年
の
願
い
で
あ
る
防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

あ
た
り
計
画
が
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
村
民
の
安
心
と
安
全
を
確
保
し
、

村
民
が
一
年
中
有
効
に
活
用
で
き
る
施
設
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
施
工
者
に
は
安

全
管
理
に
留
意
し
な
が
ら
卓
越
し
た
技
術
を

発
揮
し
完
成
を
迎
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

特  集 『安心』と『交流』の新たな拠点づくり

中央公民館から防災センターへ。

大和村防災センター位置図
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４
小
学
校
に
15
名
の
新
入
学
生

今
里
小
学
校

真
辺
幸
成
校
長

塩
田　

琉
り
ゅ
う
す
け介
さ
ん

大
和
小
学
校

渡
島
正
広
校
長

元
山　

紬
つ
む
ぎ
さ
ん

南　

幸こ
う
た太
さ
ん

細
川　

樹
い
つ
き
さ
ん

福
本　

栞か
ん
な南
さ
ん

林　

琉る

き

と
葵
刀
さ
ん

永
田　

颯そ
う
た太
さ
ん

長
田 

央お
う
じ
ろ
う

二
朗
さ
ん

直
島　

麗り

ず凉
さ
ん

佐
藤　

一い
ち
か花
さ
ん

小
浜　

諒り
ょ
う
が雅
さ
ん

大
野 

日ひ

な

こ
菜
子
さ
ん

上
間　

涼
り
ょ
う
す
け介
さ
ん

名
音
小
学
校

新
原
由
起
子
校
長

登
喜　

康こ
う
だ
い大
さ
ん

各
集
落
の
事
務
嘱
託
員
に
委
嘱
状
を
交
付

３
名
の
役
場
職
員
を
採
用

藤
井
俊
郎
氏
が
大
和
村
教
育
長
に
就
任

　

村
内
11
集
落
の
事
務
嘱
託
員
を
平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
（
任
期
２
年
・

全
員
が
集
落
区
長
兼
務
）。
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
事
務
嘱
託
員
の
み
な
さ
ん
に
は
行
政
と

集
落
民
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
を
期
待
し
ま
す
。

氏名（集落名） 森穂積（津名久）元継男（湯湾釜）村上恵子（国直）

坂元龍馬（戸円）

田中まるみ（大金久）前田清和（大棚）中井良二（大和浜）

勝三千也（名音） 元野仁悟（志戸勘） 永田義久（今里）

永野誠光（思勝）

　

平
成
26
年
４
月
１
日
付
け
に
て
３
名
の
新
職
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
職
員

達
で
す
が
行
政
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て
奮
闘
中
で
す
。
お
見
か
け
の
際
に
は
村

民
の
皆
様
か
ら
も
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
元
大
和
村
立
大
和
小
中
学
校

長
の
藤
井
俊
郎
氏
が
大
和
村
教
育
委
員
会
の

臨
時
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
教
育
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
教
育
長
は
本
村
津
名
久
出
身
の
65

才
。
玉
川
大
学
通
信
教
育
学
部
を
卒
業
後
、

昭
和
49
年
住
用
村
立
（
現
奄
美
市
）
市
小
学

校
を
皮
切
り
に
、
群
島
内
の
９
小
・
中
学
校

で
35
年
間
に
わ
た
り
教
鞭
を
執
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
3
月
、
大
和
村
立
大
和
小
中
学
校

（
当
時
）
の
校
長
を
退
職
後
に
平
成
23
年
か

ら
現
在
ま
で
大
和
村
教
育
委
員
を
務
め
て
い

ま
す
。

　

藤
井
教
育
長
が
目
指
す
教
育
は
「
故
郷
に

誇
り
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成
」。
大
和
村
で

は
、
村
内
の
世
帯
へ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
行
う
「
里
親
留
学
制
度
」
と
、

今
里
校
区
で
取
り
組
む
「
親

子
留
学
制
度
」
が
あ
り
、

制
度
を
活
用
し
た
児
童
の

受
け
入
れ
が
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
藤
井
教
育

長
は
「
留
学
制
度
を
推
進
す
る

に
は
、
地
域
と
一
丸
と
な
っ
て
魅
力

あ
る
学
校
を
作
る
こ
と
が
大
切
。
豊
年

祭
や
八
月
踊
り
と
い
っ
た
伝
統
行
事
を
き
ち

ん
と
伝
承
し
、
郷
土
の
良
さ
を
体
感
さ
せ
る

取
り
組
み
を
行
い
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

本
村
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
が
急
激

に
減
少
。
特
に
西
部
地
区
の
大
棚
、
名
音
、

今
里
の
3
小
学
校
で
は
、
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
学
校
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
藤
井
氏
の
目
指
す
「
故
郷
に
誇

り
を
持
つ
子
供
の
育
成
」
は
、
言
い
換
え
れ

ば
「
誇
り
あ
る
郷
土
づ
く
り
」。
行
政
は
も

と
よ
り
教
育
機
関
と
地
域
住
民
が
連
携
し
、

教
育
環
境
の
向
上
を
、
し
い
て
は
大
和
村
の

活
性
化
に
向
け
た
生
涯
教
育
の
取
り
組
み
を

藤
井
教
育
長
に
期
待
し
ま
す
。

　

　

４
月
７
日
、
大
和
小
、
大
棚
小
、
名
音
小
、
今
里
小
の
４
小
学
校
で
入
学
式
が
あ
り
、
15
名

の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
毎
日
元
気
に
登
校
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
温

か
い
見
守
り
と
優
し
い
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

大和村保健福祉課保健係
南さつま市出身（34 歳）

小
お ば ま

浜　雅
まさとし

寿

大和村建設課建築係
大和村大金久出身（25 歳）

伊
い む ら

村　勇
ゆ う じ

治

大和村保健福祉課保健係
奄美市名瀬出身（38 歳）

田中 あさみ

大
棚
小
学
校

山
之
内
和
英
校
長

徳　

冠か
ん
た汰
さ
ん

藤井俊郎大和村教育長
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思勝壮年団（吉原照悟壮年団長）は、青壮年団や

婦人会とともに手打ち蕎麦作りを実施。日頃か

らお世話になっている老人クラブの方々を招いて昼食

会を開催しました。蕎麦打ちは蕎麦粉と水分の調整に

苦労しながらも力を込めて練り上げ、麺棒で丁寧に延

ばして行きます。中には延ばしすぎて生地がちぎれる

アクシデントも有りましたがどうにか次の切断行程

へ。すぐにコツをつかんで均一に麺に切断する方もい

れば、平麺や、はたまた “ ほうとう ” のような幅広の

麺に仕上げる方など出来映えも様々。それでも婦人会

の方々による絶品スープと天ぷらをのせると、見た目

もきれいな天ぷら蕎麦が完成しました。 

　昼食会では、前里親男さん（８１歳）が「みなさん

が蕎麦をこねる様子を見て戦後間もない頃に小麦粉を

うどんにして食べていたことを懐かしく思い出しまし

た。こんなに美味しい蕎麦を食べることができて大変

嬉しいです。」とお礼の言葉を述べました。 

　今日の思勝おがみの会による蕎麦作りは小さなイベ

ントですが、地域中にある技術や資源を活用し、自ら

実践するすばらしい取り組みでした。なにより自分の

できる範囲でお年寄りを笑顔にしたいと願うおもてな

しの心こそ地域支え合いの原点でしょう。 

第５７回大和村ナイターソフトボール春季大会

（大和村ソフトボール連盟主催）が４月２１日

から 6 日間にわたり大和中学校グラウンドで開催され

ました。

　同大会には村内１０集落から１１チームが参加し、

Ａ級・Ｂ級に分かれ熱戦を展開。全力でプレーする選

手らに観客席から大きな声援が上がりました。

　大会最終日の 4 月３０日は、Ａ、Ｂ両級の決勝戦が

行われ、Ａ級は大棚Ａが安定したゲーム運びで湯湾釜

チームを１２－０と圧倒し大会７連覇を達成。全３試

合に完封勝利し、大棚Ａの優勝に貢献した杉島勇投手

（３２歳）がＭＶＰ（最優秀選手賞）を獲得しました。 

　また、Ｂ級では初優勝を飾った津名久チームから攻

守に活躍し優勝の原動力となった林就義選手（４３歳）

がＭＶＰに輝きました。

　閉会式では病気療養中の今井秀樹村ソフトボール連

盟会長が講評に立ち「優勝チームおめでとう。」「よか

った！」「感動した！」「ありがとう！」と力強く選手

達にねぎらいの言葉を述べました。

　地域の名誉をかけ全力でプレーした選手のみなさん

お疲れさまでした。そしてありがとうございました。

大棚Ａが 7連覇・ＭＶＰに杉島投手

おもてなしの心でお年寄りに笑顔を

第 56回大和村ナイターソフトボール春季大会開催

思勝老人クラブのみなさんへ手打ちそばを振る舞う

５月～７月頃にかけて、鮮やかな黄色の花を

つけるオオキンケイギク。九州各地の道端

や河原などでよく見かけます。しかし、きれいな

花だからといって、ご自宅のお庭や花壇に植えて

は、絶対にいけません！オオキンケイギクは、日本

の生態系に重大な影響をおよぼすおそれがある植

物として、外来生物法による「特定外来生物」に

指 定 さ れ、 栽 培、 運 搬、 販 売、 外 に 放 つ こ と な

ど が 禁 止 さ れ て い ま す（ 九 州 地 方 環 境 事 務 所 ）。 

　５月２２日、大和小学校（渡島正広校長）の 5 年

生のみなさんが、奄美野生生物保護センターの職員か

らオオキンケイギクの生態や、外来生物が奄美の自然

に及ぼす影響について学び、戸円集落にてオオキンケ

イギクの駆除を行いました。児童らは県道沿いの斜面

に生えたオオキンケイギクを一本一本引き抜き、ゴ

ミ袋１０袋分を駆除。参加した細川嶺くんは「オオ

キンケイギクの太い根っこを抜くのは大変だったけ

どきれいになってうれしい。これからも外来生物の

いない島になるといいです。」とコメントしました。 

　これからも外来生物についての理解を深め駆除や拡

散防止にご協力願います。

奄美野生生物保護センター（環境省）が 5 月２９

日リニューアルオープンし、記念のセレモニー

が行われました。

　同センターは、奄美群島の生きものや生態系を保全

することを目的として２０００年、大和村思勝地区に

設立された環境省の施設。希少な野生生物の生息状況

等を把握する調査研究や、生態系に被害を与える外来

生物マングースの捕獲、野生生物保護に対する理解や

関心を深めてもらうための環境教育や自然観察会な

ど、保全に向けられた活動を総合的に行ってきました。 

　この度、世界自然遺産登録に向けた拠点機能の拡

充や、増加が見込まれる観光客への情報発信の強化

を図ろうと改修が行われました。館内には、アマミ

ノクロウサギを始めとする奄美群島の希少な動植物

の剥製が多数展示されているほか、タッチパネル

式図鑑や図解カードで分かりやすく解説していま

す。また、貴重な映像でつづるミニシアターもこ

れまで以上に充実。四季折々の奄美の自然の営み

が１５分程度にまとめられており必見の映像です。 

　「見て・触って・聴いて」楽しみながら奄美の自然

を学んでみてはいかがですか？どうぞ奄美野生生物保

護センターへお越し下さい。

楽しみながら奄美の自然を学ぶ

「特定外来生物」ってな～に？

奄美野生生物保護センターがリニューアルオープン

大和小の児童らがオオキンケイギクを除去
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」（
ま
ほ
ろ
ば
大
和
応
援
寄

付
金
）
に
全
国
の
皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
ご
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
心
の
こ
も
っ
た

ご
寄
附
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
」
や
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
な
ど
思
い
入

れ
の
あ
る
自
治
体
へ
寄
付
と
い
う
形
で
応
援
す

る
制
度
で
す
。
寄
付
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
、

二
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
額
を

上
限
に
所
得
税
と
個
人
住
民
税
の
軽
減
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
ふ
る
さ
と
へ
納
税
す
る
こ
と

と
同
じ
効
果
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
26
人
の

方
々
か
ら
約
２
３
５
万
円
の
貴
重
な
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
愛
知
県
在
住
の
Ｙ

Ｓ
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
１
２
０
万
円
づ
つ
5

年
間
に
わ
た
り
多
額
な
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
寄
付
金
は
基
金
と
し

て
積
み
立
て
、
ご
要
望
に
沿
っ
て
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
際
は
、
大
和
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
手
続
き
画
面
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
大
和
村
総
務
企
画
課
（
電
話
０
９
９
７

‐
５
７
‐
２
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
今
後
と
も
、
大
和
村
へ
多
く
の
皆
様
か

ら
の
ご
賛
同
と
応
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ふるさと納税ありがとうございました。

寄
付
者
か
ら
の
お
便
り

▼
わ
ず
か
な
額
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ふ
る
さ
と

納
税
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
母
が
大
和
村

今
里
の
出
身
で
す
。
少
し
で
も
大
和
村
に
ご
恩

返
し
が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
！
（
福
岡
市
・
М
Ｙ
さ
ん
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
賛
同
し
金
○
○
○
円

を
大
和
村
に
寄
付
し
ま
す
。
活
用
方
に
つ
い
て

は
村
長
に
一
任
し
ま
す
。（
横
浜
市
・
Ｓ
Ｓ
さ
ん
）

▼
こ
の
前
は
大
和
村
役
場
よ
り
贈
り
物
を
頂
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
気
持
ち
ば
か
り
で
す

が
送
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
今
後
、
大
和
村
の
活
躍
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
（
神

奈
川
県
・
Ｉ
Ｔ
さ
ん
）

▼
志
戸
勘
を
出
て
50
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
未
だ

に
方
言
は
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
何
々
奄
美

に
帰
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
故
郷
を
思
う
気

持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
益
々
発
展

し
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
（
東

京
都
・
Ｔ
Ｋ
さ
ん
）

▼
主
人
が
三
月
に
定
年
を
迎
え
、
四
月
に
奄
美

に
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。23
年
ぶ
り
の
故
郷
は
、

空
と
海
の
碧
さ
と
空
気
の
清
さ
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
間
の
流
れ
の
心
地
よ
さ
に
酔
い
し
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
大
和
村
と
の
絆
を
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。（
奄
美
市
・
Ｉ
Ｈ
さ
ん
）

使い道の指定

福祉の向上

教育の振興

産業の振興

定住の促進

その他一般

4

665,000

合計

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

件数

金額

3

180,000

2

105,000

4

185,000

3

130,000

6

160,000

22

1,425,000

H20

2

140,000

1

100,000

6

506,000

3

108,000

7

1,488,000

7

285,000

26

2,627,000

2

318,000

2

1,018,000

2

130,000

4

60,000

3

16,000

3

1,730,000

16

3,272,000

0

0

0

0

1

1,200,000

1

30,000

0

0

3

43,000

5

1,273,000

4

231,545

7

1,529,528

10

744,104

6

1,653,389

15

428,992

7

136,897

49

4,724,455

12

1,354,545

13

2,827,528

21

2,685,104

18

2,036,389

28

2,062,992

26

2,354,897

118

13,321,455

H21 H22 H23 H24 H25 合計

入札日 入札名 落札者 予定価格 落札価格

H25.05.01 平成 25 年度施行津名久川床版橋工事 有限会社傳建設 7,318,500 円 7,171,500 円

H25.05.24 平成 24 年度施行団体営農業集落排水事業東部地区処理施設設計業務委託 毛管浄化システム株式会社 11,938,500 円 11,865,500 円

H25.05.30 平成 24 年度施行防災センター地質調査業務委託 ㈱日本地下技術 5,439,000 円 5,250,000 円

H25.06.14 平成 25 年度施行公営住宅等整備事業設計監理業務委託（名音団地） 有限会社浜崎建築事務所 5,860,500 円 5,754,000 円

H25.07.29 平成 24 年度施行防災センター実施設計業務委託 東条・浜崎設計業務共同体 25,956,000 円 25,515,000 円

H25.08.27 平成 24 年度施行村道大棚名音線道路改良工事（３工区）有限会社高倉産業 10,972,500 円 10,752,000 円

H25.08.27 平成 24 年度施行村道大棚名音線道路改良工事（４工区）有限会社傳建設 10,353,000 円 10,143,000 円

H25.08.30 平成 25 年度施行公営住宅建設工事（名音団地） 株式会社大和建設 62,958,000 円 62,079,150 円

H25.08.30 平成 25 年度施行公営住宅給排水衛生設備工事（名音団地） 福本建設株式会社 8,116,500 円 8,085,000 円

H25.09.05 平成 25 年度施行地積調査業務委託 ㈱久永コンサルタント 17,367,000 円 16,800,000 円

H25.09.10 平成 25 年度施行村道大棚名音線用地測量業務委託 ㈱新日本技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 8,610,000 円 8,085,000 円

H25.09.30 平成 25 年度施行村単湯湾釜線道路災害復旧工事 有限会社高倉産業 6,993,000 円 6,852,300 円

H25.10.22 平成 25 年度施行橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託 ㈱新日本技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 5,344,500 円 5,040,000 円

H25.10.22 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業中部地区 25-1 工区 有限会社大勇建設 31,437,000 円 31,395,000 円

H25.10.22 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業中部地区 25-2 工区 株式会社東海建設工業 37,401,000 円 37,296,000 円

H25.10.22 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業中部地区 25-3 工区 株式会社九電工 13,944,000 円 11,852,400 円

H25.11.20 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業東部地区 25-1 工区 有限会社大勇建設 24,297,000 円 24,255,000 円

H25.11.20 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業東部地区 25-2 工区 株式会社東海建設工業 23,425,500 円 23,310,000 円

H25.11.20 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業東部地区 25-3 工区 株式会社大和建設 26,712,000 円 25,909,800 円

H25.11.20 平成 25 年度施行団体営農業集落排水事業東部地区 25-4 工区 福本建設株式会社 24,937,500 円 24,885,000 円

H25.11.20 平成 25 年度施行村道大棚名音線道路改良工事 福本建設株式会社 21,472,500 円 21,420,000 円

H25.11.20 平成 25 年度施行津名久ふれあい公園整備工事 有限会社フジケン 11,581,500 円 11,413,500 円

H25.12.18 平成 25 年度施行県費単独補助治山事業 株式会社心拓 7,965,500 円 7,843,500 円

H25.12.18 平成 25 年度施行森林機能再生促進業務委託（大金久２工区・今里工区）有限会社高倉産業 5,439,000 円 5,439,000 円

H25.12.18 平成 25 年度施行団体営農事業集落排水事業東部地区 25-4 工区 有限会社高倉産業 10,237,500 円 10,031,700 円

H25.12.18 平成 25 年度施行団体営農事業集落排水事業東部地区 25-5 工区 有限会社フジケン 9,649,500 円 9,502,500 円

H25.12.18 平成 25 年度施行団体営農事業集落排水事業東部地区 25-6 工区 株式会社心拓 9,397,500 円 9,261,000 円

H25.12.18 平成 25 年度施行地方改善施設整備事業（大和浜地区） 株式会社大和建設 16,107,000 円 15,543,150 円

H26.01.16 平成 25 年度施行防災関連施設整備事業発電器設置工事 玉野電業株式会社 16,054,500 円 15,634,500 円

H26.01.24 平成 25 年度施行大和村ゴミ収集車車庫建築工事 有限会社傳建設 7,791,000 円 7,770,000 円

H26.01.28 平成 24 年度施行中央公民館解体工事 有限会社大勇建設 32,266,500 円 32,182,500 円

H26.01.28 平成 25 年度施行防災センター基礎杭工事（１工区）株式会社大和建設 42,073,500 円 41,926,500 円

H26.01.28 平成 25 年度施行防災センター基礎杭工事（２工区）株式会社東海建設工業 42,031,500 円 41,895,000 円

H26.01.30 平成 25 年度施行村道大棚名音線地質調査業務委託 ㈱ホウセイ・技研 7,171,500 円 6,825,000 円

H26.02.03 平成 25 年度施行里山林機能回復進事業（枯損木伐採・除去）業務委託 株式会社東海建設工業 5,848,500 円 5,250,000 円

H26.02.19 平成 25 年度施行防災関連施設整備事業台風対策・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ改修工事 福本建設株式会社 6,762,000 円 6,741,000 円

H26.02.19 平成 25 年度施行防災関連施設整備事業国直・今里公民館屋根防水工事 有限会社佐藤防水 5,176,500 円 5,071,500 円

平成 25年度大和村入札結果一覧
　大和村では、入札及び契約の透明性の向上と公正の確保を図ることを目的として、村が発注す
る工事等の入札結果を公表しています。広報誌では落札額が 500 万円以上の入札を掲載していま
すが、大和村ホームページにて全入札の入札参加者及び入札額をご覧になることができます。

１
１
８
名
か
ら
の
真
心
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鹿児島県身障者用駐車場利用証制度
（パーキングパーミット制度）

　この制度は、公共施設や店舗など様々な施設に設置されている身障者用駐車場を適正にご利用いただくため、
障害のある方や介護の必要な高齢の方、妊産婦の方など歩行が困難と認められる方に対して、県内共通の ｢身障
者用駐車場利用証｣ を交付することで、本当に必要な人のための駐車スペースの確保を図る制度です。

● 交付対象者：身体障害者・知的障害者・精神障害者・高齢者・難病患者・妊産婦・けが人
● 申請方法：申請書や必要書類様式等は県窓口及び県ホームページにあります
● 問い合わせ先：大島支庁地域保健福祉課（電話 0997-57-7243）

平成２６年度村税及び各種保険料、使用料の納期内納付のお願い

期別 4 月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

村県民税

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10 期

全期

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

4月分 5月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 12月分 １月分 ２月分 ３月分

４月 30 日 ６月２日 ６月 30 日 ７月 31 日 ９月１日 ９月 30 日 10 月 31 日 12 月１日 １月５日 ２月２日 ３月２日 ３月 31 日

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

軽自動車税

後期高齢者保険料

水道使用料

集落排水使用料

村営住宅使用料

納付期限

○　税金及び各種保険料、使用料は村行政の円滑な運営を図るために必要なものであり、私たちが豊かで安定した暮
らしができるための社会共通の会費です。特に納税は国民の義務でもあります。納期内納付にご協力ください。
○　納期内納付がない場合は、納付期限後２０日以内に督促状を発送いたします。また、長期間未納が続くと延滞金
が発生する場合があります。
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人 口　1,650 人（ △ 7）
男　　　 801 人（ ＋ 5）
女　　　 849 人（△ 12）
世 帯　 885 戸（ △ 5）

５月１日現在
（前年同月比）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

藤
村　

雄
樹
さ
ん
（
大
棚
）

徳
永　

真
美
さ
ん
（
姶
良
市
）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

吉
本　

凛り

お音
さ
ん
（
吉
本
弘
典
・
湯
湾
釜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

長
田　

和
之　

様
（
75
歳
・
大
和
浜
）

坂
元　
　

巌　

様
（
87
歳
・
戸
円
）

重　

イ
ズ
エ　

様
（
83
歳
・
名
音
）

児
玉　

弘
和　

様
（
65
歳
・
大
棚
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

畑
島　

眞
雄　

様
（
故
畑
島
昌
子
様
）

長
田　

瀧
子　

様
（
故
長
田
和
之
様
）

坂
元
キ
ヨ
子　

様
（
故
坂
元
巌
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

前
里　
　

静　

様
（
奄
美
市
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

Ｏ
Ａ
通
信
サ
ー
ビ
ス
久
野
博
様（
奄
美
市
）

今
井　

秀
文　

様
（
知
名
町
）

前
里　
　

静　

様
（
奄
美
市
）

島島
のの

今
月
の

題
字

大
和
小
学
校
６
年　

蔵 

野の

の

か
々
夏
さ
ん

大
和
小
学
校
６
年　

森
岡 

啓け
い
じ司
さ
ん

大
和
小
学
校
６
年　

重
信 

優ゆ
う
か香
さ
ん

（や）（ま）（と）

撮
影
中
も
裸
足
で
歩
き
回
る
や
ん
ち
ゃ

ぶ
り
。
典
型
的
な
次
男
坊
く
ん
で
す
！

南　

優ゆ
う
せ
い聖
さ
ん

保
護
者
・
南
利
通
さ
ん
（
大
和
浜
）

　

今
月
の
題
字
は
、
大
和
小
学
校
の
6
年

生
3
人
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
文
字
の
3
人
で
す

が
並
べ
て
み
る
と
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に
。

　

3
人
は
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属

す
る
水
泳
仲
間
。
日
頃
か
ら
励
ま
し
あ
っ

て
練
習
し
て
い
る
成
果
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
か
ら
も
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
元
気

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

や
　
ま

　
と

ホームページ・ブログ・フェイスブックにて情報発信中

　
「
島
ラ
ジ
オ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
あ
ま
み

エ
フ
エ
ム
・
デ
ィ
！
ウ
ェ
イ
ヴ
が
５
月
１
日
に
開

局
７
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
同
エ
フ
エ
ム
で
は
同

日
、
開
局
記
念
の
特
別
番
組
を
放
送
す
る
と
と
も

に
大
和
村
内
か
ら
も
リ
ポ
ー
タ
ー
が
集
落
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
か
ら
大
和
村
関
連
の
行
政
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
番
組
「
広
報
や
ま
と
ラ
ジ
オ
便
・

リ
ッ
ス
ン
ト
ゥ
ー
ミ
ー
ひ
ら
と
み
ー
♪
」
が
ス

タ
ー
ト
。
記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
放
送
は
総
務

企
画
課
の
勝
間
田
さ
と
み
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
務
め
ま
し
た
。
緊
張
の
な
か
収
録
を
こ
な
し
た

勝
間
田
さ
ん
で
す
が
、
今
後
も
若
手
職
員
が
交
代

で
大
和
村
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
情
報
を
お
知
ら
せ
す

る
予
定
と
の
こ
と
。

　

放
送
時
間
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
と
午
後
２
時
か
ら
10
分
程
度
で
す
。
ラ
ジ
オ

の
周
波
数
は
７
７
．
７
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
。
ま
た
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
マ
ル
放
送
で
試
聴
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
お
聞
き
逃
し
な
く
。

　

奄
美
群
島
振
興
交
付
金
を
活
用
し
た
航
空
運
賃

軽
減
事
業
に
よ
る
新
た
な
割
引
運
賃
の
発
売
が
5

月
19
日
よ
り
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ル
ー
プ
よ
り
運
賃
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
対
象
者
：
奄
美
群
島
の
住
民
・
そ
の
他

〇
対
象
路
線
：
鹿
児
島
～
奄
美
群
島
間
路
線
・
奄

美
群
島
内
路
線

〇
軽
減
額
：
離
島
割
引
運
賃
の
割
引
率
を
普
通
運

賃
比
約
54
％
引
き
に
拡
大
・
往
復
割
引
運
賃
の
割

引
率
を
普
通
運
賃
比
約
28
％
引
き
に
拡
大

〇
事
業
開
始
：
平
成
26
年
7
月
19
日
搭
乗
分
か
ら

○
利
用
方
法
：
離
島
割
引
運
賃
航
空
券
を
購
入
す

る
際
は
左
記
の
「
割
引
カ
ー
ド
」
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
（
割
引
カ
ー
ド
は
大
和
村
役
場
住
民
税
務

課
に
て
発
行
し
ま
す
）。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

奄
美
群
島
航
空
・
航
路
運
賃
軽
減
協
議
会
（
鹿

児
島
県
交
通
政
策
課
）

　

電
話
：
０
９
９
―
２
８
６
―
２
４
５
３

　

浄
化
槽
は
私
た
ち
の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚

水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
流
す
こ
と
が

で
き
る
装
置
で
す
。
そ
の
た
め
、
業
者
に
委
託
し

て
行
う
「
保
守
点
検
」
と
「
清
掃
」
を
き
ち
ん
と

行
い
、
水
質
に
関
す
る
「
法
定
検
査
」
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

□
定
期
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条
）

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
及
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
適
正
に
使
用
さ
れ
浄
化
槽
の

機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
、

併
せ
て
浄
化
槽
か
ら
放
流
さ
れ
る
水
が
基
準
以
下

の
き
れ
い
な
水
に
な
っ
て
い
る
か
、
処
理
水
を
持

ち
帰
り
詳
し
い
水
質
検
査
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
を
実
施
し

ま
す
。

□
検
査
料
金
（
一
般
家
庭
５
人
槽
～
10
人
槽
）

　

単
独
処
理
浄
化
槽
：
四
千
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽
：
六
千
円

□
問
い
合
わ
せ
先 

・
名
瀬
保
健
所
衛
生
・
環
境
課

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
７
―
５
４
１
１

・
大
和
村
役
場 

住
民
税
務
課 

生
活
係

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
７
―
２
１
１
１

　

こ
れ
か
ら
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
に
な
る
季

節
で
す
。
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
８
月
31
日
（
日
）

ま
で
、
安
全
推
進
等
活
動
重
点
期
間
（
夏
季
期

間
）
で
す
。
海
に
お
出
か
け
の
前
に
は
、「
命
を

守
る
３
つ
の
基
本
」
を
再
度
確
認
し
て
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

○ 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

○ 

通
信
手
段
の
確
保
（
防
水
携
帯
電
話
な
ど
）

○ 

海
の
も
し
も
は
「
１
１
８
」
番

　

お
問
い
合
わ
せ
先
は
奄
美
海
上
保
安
部

　

電
話
：
０
９
９
７
―
５
２
―
５
８
１
１

奄
美
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

浄
化
槽
定
期
検
査
の
お
願
い

リ
ッ
ス
ン
ト
ゥ
ミ
ー
ひ
ら
と
み
ー
♪

離
島
航
空
運
賃
を
最
大
54
％
引
き
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